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２０２０年４０万人泊に向けて

2
※2011～2017年は年間実績数、2018年は4月～10月の速報値（斜線部分は見込み）

外国人延べ宿泊者数（観光庁宿泊旅行統計調査）
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重点課題に対する取組み
「山陰」の認知度向上

目標：外国人認知度７％⇒２０％

主要市場からの誘客促進
目標：2020年宿泊者数40万人

新たな事業創出
目標：Ｈ29新規の事業化７件

首都圏等に比べて
認知度の低い「山陰」

を、マーケットを絞り効果的
に世界に発信し、知名度の
向上を図る。

・ＰＲ動画のＷＥＢ配信及び
ニーズ把握

・大手口ｺﾐｻｲﾄ等を活用した
ＰＲ、市場調査

・ＳＮＳを活用した外国人認知
度調査

・外国人向け体験プラン発
掘・ＷＥＢ販売

・外国人向けアンケート調査
及び地域毎分析の実施

「縁の道～山陰～」を

海外市場に売り込むため、市
場ごとに効果的なプロモー
ション、山陰ブランドの向上施
策を実施。

外国人観光客
を地域での

消費に結び付けるため、事
業創出に対する支援、人材
育成、環境整備等を実施。

・重点ターゲット国に対するＰ
Ｒ（ＦＡＭ、観光展等）

・ＷＥＢ、ＳＮＳ等による情報
発信
・山陰ブランド力の強化
（ガイドブック等への掲載

・国内主要アクセスポイントで
の情報発信

・クルーズ客向け観光消費
向上事業（バス）

・通訳案内士等観光人材の
育成
・観光ビジネス支援事業
・農山漁村型民泊の推進
（事業者発掘・支援）

・外国人観光客のストレスオ
フ対策（2次交通、買物環境
改善等）



パートナーシップ（強い連携）
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広域連携

地域外連携

地域内連携



平成30年度事業一覧
区分 事業名 主な内容

事
業
計
画
策
定

・マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

デジタルマーケティングによる認知度向
上とアクセス動向分析調査

・動画の広告配信によるターゲット市場属性分析
・口コミ・予約サイトを活用したアクセス動向分析
・ＳＮＳ発信情報のマーケティング分析

訪日外国人認知度及び周遊動向等実態
調査

・空港、観光案内所、宿泊施設等での実態調査
・「縁の道～山陰～」の認知度調査
・GPSを活用した行動分析と観光情報配信実証調査

専門家派遣事業
・外国人、旅行会社、航空会社のノウハウの活用
・「売れるインバウンド商品」の開発

受
入
環
境
整
備
・交
通
ア
ク
セ
ス
の
円
滑
化

公共交通機関利用の外国人旅行客向け
の「縁の道～山陰～」周遊滞在拡大事業

・ 「縁の道エリアパス」攻略本の作成
・山陰DCと連動したFAMツアーの実施と商品開発

二次交通利用促進事業（路線バス）
・外国人観光客も利用しやすい路線バス等の交通情報提供
・流入から流出までの周遊経路を示す方法の検討
・観光目的地までの二次交通案内サービス導入

地域の実情に応じたFIT周遊促進のため
の効果的交通サービスの検証

・デマンドタクシーを活用した周遊観光の促進
・地方空港や港の利用客を対象にした実証実験
・境港での持続可能な交通ビジネスモデルの検証

ＦＩＴの周遊促進につながるモバイルツー
ル提供 ※経産省事業との連携

・「Visit San’in Tourist Pass」の機能強化
・観光・交通情報等の整備と多言語化
・行動分析による滞在・周遊促進の戦略の構築

【縁の道～山陰～】１２の周遊拠点の文
化財などを巡るガイド研修事業

・通訳案内士の活用
・フォローアップ研修によるスキルの向上
・活躍機会の増加のためのマッチング事業
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平成30年度事業一覧
区分 事業名 主な内容

インバウンド観光人材の養成事業
・インバウンドに強いビジネス人材の育成
・アイディアの商品化の為のサポート
・個別事業者に対するコンサルティング

対
象
市
場
に
向
け
た
情
報
発
信
・プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

「縁の道～山陰～」グローバルWebサイト
構築事業

・訪日有力サイトと連携した情報発信
・地域事業者等と連携したコンテンツ制作
・山陰地域限定通訳案内士を活用したSNS情報発信拡大

海外プロモーション事業
・ＪＮＴＯと連携した誘客
・ＪＮＴＯによる海外の現地旅行博・商談会等への出展
・関西空港、広島駅等の拠点施設でのＭＡＰ等を活用したＰＲ

ＪＡＴＡ会と連携した招請事業
・ＪＡＴＡ（日本旅行業協会）と連携した誘客
・訪日旅行エージェント・メディア等の招請
・メディア向け情報発信

首都圏の観光案内所と連携した誘客・周
遊促進事業

・首都圏観光案内所でのＰＲ
・山陰の観光案内所の連携強化による周遊観光の促進
・首都圏×山陰の新たなネットワークの構築

訪日旅行ランドオペレーター等への観光
素材活用促進事業

・首都圏及び関西の旅行会社・ランドオペレーター、在日外国人を対
象にしたＰＲイベントの開催
・在住外国人を活用した海外向けの情報発信

航空会社と連携した情報発信事業
・欧米豪を意識した情報発信
・東京等の都市圏からの誘客促進
・航空会社の予約サイトを利用したプロモーション

航空会社と連携した首都圏空港からの
誘客促進事業

・首都圏からの誘客促進
・航空会社の訪日サイトとのダイレクト連携
・ターゲット国に絞り込んだ誘客展開
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平成30年度事業一覧
区分 事業名 主な内容

現地旅行会社と連携した首都圏及び関西
からの誘客促進事業

・中国等の有力市場からの誘客
・現地旅行会社と連携したプロモーション

関西地区からの誘客促進のための情報発
信事業

・関西空港及びＪＲ大阪駅・京都駅などのTICで情報発信
・関西からのアクセス情報のPRによる誘客
・外国人にお薦めの交通手段の情報発信

せとうち（広島・岡山）地域からの誘客促進
事業

・広島空港・岡山空港への直行便を利用する外国人の誘客
・ＪＲ等を利用して広島・岡山に来訪する外国人客の誘客
・山陽+山陰の周遊観光の促進

山陰国際観光サポーターズによる情報発
信事業

・山陰在住外国人の住民目線による山陰魅力発信
・サポーターの拡充
・ＳＮＳによる山陰の認知度向上

地元企業と連携したインバウンド向け情報
発信ツール開発事業

・首都圏、大阪等で通用するＰＲ媒体の開発
・域内消費の向上
・フリーペーパー、フリーマガジンのリニューアル

滞
在
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実

コト消費を促すための体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの販売
促進事業

・体験観光の開発とプロモーション
・売れ筋体験プログラムのブラッシュアップ
・日中の観光消費拡大

農山漁村観光の高付加価値化による滞在
促進事業

・農山漁村滞在の情報発信
・農山漁村滞在促進企画の計画・実行
・上記プロモーション・企画による成果調査

｢縁の道｣ギフト商品(開発)による消費拡大
推進事業

・山陰の主要業者とタイアップによる新商品開発
・見込みある商品のテストマーケティング
・縁の道Ｗｅｂでのプロモーション
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インバウンドビジネスの推進
事業者の育成

インバウンドビジネ
スを理解する

インバウンドビジネ
スを実践してみる

インバウンドビジ
ネスで事業として
確立する

＜これまでの動き＞

インバウンド人材育成セミナー

インバウンドビジネス実践塾(仮称)

～地方銀行関与～

【これからの動き】

※インバウンドビジネスセミナー
（平成30年10月～11月開講）
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農山漁村滞在の推進
域内の観光消費を循環させる

•滞在受付

•観光案内
窓口

•旅館

•民宿

•民泊

宿泊

• 食
事

• 土
産

• 田
園

• 寺
社

• 城
跡

観光
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Airbnbの紹介雑誌



山陰インバウンド機構
パートナー企業 パートナー企業

島根西部
隠岐

中海エリア

鳥取東部

鳥取中部

山陰・観光ビジネスプラットフォーム

Visit San’in Tourist Pass
（デジタル周遊パスポート）
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インバウンドビジネスの推進
事業機会の創出

Visit San’in Tourist Passの活用

地域事業者 地域住民

地域事業者

地域住民
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2018年9月14日付
日本海新聞 朝刊

2018年9月16日付
山陰中央新報 朝刊

2019年1月25日付
山陰中央新報新聞 朝刊

【米子：ナイトタイムエコノミーの取り組み】【安来：域内周遊促進の取り組み】



信頼性の高い良質な情報発信



2019年度の事業方針と課題
• 山陰全体の観光政策を更に強化する為に、機構に参画する両県と各企業、更には連携先
団体のリソースを活用して、これまでに抽出した４つの課題解決を図っていく。

• ＜課題とソリューション＞

課題 ソリューション 連携先

「縁の道」の魅力度向上による
滞在観光促進

・ＪＮＴＯサイトとの連携による情報発信強化
・「日本ならでは」の体験型観光の開発
・農山漁村滞在観光によるバカンス需要の開拓
・通訳案内士等を活用した文化財の情報発信

ＪＮＴＯ
観光拠点
奥出雲町他
鳥取県、島根県

40万人泊達成に向けたゲート
ウェイ戦略の推進

・岡山・広島からの誘客施策の持続的な展開
・関西・関空からの誘客施策の持続的な展開
・首都圏（羽田・成田）からの誘客
※萩石見空港等の利用促進

ＪＡＴＡ
ＪＡＴＡ
ＡＮＡ、ＪＡＬ

民間力による域内消費の拡大

・インバウンドビジネスの育成
・Visit Sanin Tourist Passによる域内周遊促進

ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ企業
市町村

持続可能な組織の構築

・ＤＭＯ中核人材の育成（観光マーケター）
・地元雇用の促進
※ツーリズムアカデミースクールの新設

大学、銀行
地元新聞社

受入環境の整備（二次交通に関する情報発信、観光案内所の強化等）については地域のＤＭＯ、市町や民間事
業者と協議



事業規模の推移

100

77

77

100

77

77

150

141

H30

H29

H28

運営資金（単位：百万円）

負担金（鳥取） 負担金（島根）

事業数 要員数 管理費

１０本 １２名 ４,７百万円

２０本 １６名 ５,８百万円

２３本 １７名 ６,６百万円

参考資料


